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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年９月１９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２３年９月１１日 ０４時４０分ごろ 

発生場所 愛媛県伊方
い か た

町佐田
さ だ

岬南西方沖  

 佐田岬灯台から真方位２１４°１.８海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°１９.１′ 東経１３１°５９.７′） 

事故調査の経過 平成２３年９月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

油送船SONG
ソ ン

 LIN
リ ン

 WAN
ワ ン

の旗国である中華人民共和国香港特別行政区及

び貨物船 B B C
ビービーシー

 TEXAS
テ キ サ ス

の旗国であるアンティグア・バーブーダに対

し、意見照会を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 油送船 SONG
ソ ン

 LIN
リ ン

 WAN
ワ ン

（中華人民共和国香港特別行政区籍）、  

５６,３５８トン 

   ９２６４５７０（ＩＭＯ番号）、AMBER OCEAN SHIPPING S.A. 

２４１.０ｍ×４２.０ｍ×２１.２ｍ、鋼 

ディーゼル機関、１１,７７０kＷ、２００２年１１月２７日

（竣工） 

Ｂ  貨物船  B B C
ビービーシー

 TEXAS
テ キ サ ス

（アンティグア・バーブーダ籍）、 

９,６１１トン 

９３８８８８３（ＩＭＯ番号）、 

KG Schifffahrtsgesellschaft MS “Heino”mbH & Co.,LTD. 

      １３８.１６ｍ×２１.００ｍ×１１.００ｍ、鋼 

      ディーゼル機関、５,４００kＷ、２００７年６月１５日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍） 男性 ３７歳 

   船長免状（中華人民共和国発給） 

    免許年月日 ２００７年３月１日 

    交付年月日 ２００７年３月１日 

        （２０１２年３月１日まで有効） 

Ｂ 航海士Ｂ（ウクライナ籍） 男性 ２７歳 

   一等航海士免状（ウクライナ発給）    

    交付年月日 ２００９年９月２２日 

 （２０１４年８月１１日まで有効） 
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 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部に破口及び擦過傷 

Ｂ 右舷船首部のブルワーク脱落及び擦過傷 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか２３人が乗り組み、ナフサ約４９,５１１ｔを

積載し、船長Ａが操船指揮を執り、当直航海士Ａを補佐に、甲板手Ａ

を操舵にそれぞれ就け、機関を港内全速力で所定の航海灯を表示して

佐田岬南方沖を速吸瀬戸のやや東側に向けて手動操舵によって北北西

進した。 

 船長Ａは、平成２３年９月１１日０４時２４分ごろ、大分県大分市

大分港に入港するため、徐々に針路を左に変え始め、０４時２６分ご

ろ佐田岬灯台から１７７°（真方位、以下同じ。）３.０Ｍ付近に達し

たとき、針路約３２８°及び速力（対地速力、以下同じ。）約９.８ノ

ット（kn）で航行した。 

 船長Ａは、その後も針路を左に変えながら、０４時３５分ごろＡＲ

ＰＡ付レーダー画面において、右舷船尾方約５～６Ｍに認めていたＢ

船が、Ａ船の左舷後方に接近したことを知ったが、追越し船のＢ船が

Ａ船を避航してくれると思っていたので、目視でＢ船の位置を確認せ

ず、更に針路を左に変え続け、速力約７.５knで航行した。 

 船長Ａは、０４時３８分ごろ、左舷側に接近していたＢ船を視認し

たので、機関を中立としたのち、左転を止めるため、機関を半速力前

進として右舵一杯を取ったが、０４時４０分ごろ、佐田岬南西方沖に

おいて、Ａ船の左舷船首部とＢ船の右舷船首部とが衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか１４人が乗り組み、鋼管等約３,７２４ｔを積

載し、０４時００分ごろ航海士Ｂ及び甲板手Ｂが船橋当直に共に就

き、航海士Ｂが甲板手Ｂを手動操舵に就け、所定の航海灯を表示し、

針路約３２２°及び速力１４.１kn で佐田岬南方沖を速吸瀬戸の中央

付近に向けて北北西進した。 

 航海士Ｂは、０４時１０分ごろ、船首方の漁船と横切り船のフェリ

ーを避航するため、針路を約３４０°として航行中、０４時１２分ご

ろ、左舷船首方約２.７Ｍに対地針路約３４３°及び速力約７.２knで

航行するＡ船をＡＩＳ等で確認し、これより前方は狭くなり、また、

Ａ船の右舷側を追い越すには更に狭く見えたので左舷側を追い越すつ

もりで航行した。 

 航海士Ｂは、０４時２３分ごろ、漁船などの避航を終えて再び針路

を約３２２°に戻したとき、Ａ船が約１０knに増速したことに疑問を

感じながら、Ａ船を右舷船首方約１.５Ｍに見るようになったが、０

４時３０分ごろ、右方に向いていたＡ船の船首が少し左に向き、針路

が交差するとともに、Ａ船とのＣＰＡが０.７Ｍとなったことを確認

した。 

 航海士Ｂは、０４時３７分ごろ、Ａ船が更に左転を続けて接近する
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ので、甲板手Ｂに対して左舵一杯を命じたが、Ｂ船は、Ａ船と衝突し

た。 

 航海士Ｂは、すぐに船長Ｂに連絡し、船長Ｂは０４時４１分ごろ昇

橋した。 

（付図１ 航行経路図、付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜粋）、付表２ 

Ｂ船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ５、視界 良好 

海象：潮流 北流約２.４kn、海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

日出時刻：０５時５２分ごろ 

 その他の事項  船長Ａは、本事故発生までに本事故発生場所付近の航行経験が４回

あった。 

 Ａ船にはＡＲＰＡ付レーダーが２台装備され、２台共に使用してい

た。 

 船長Ａが、ＶＨＦ無線電話の１６チャンネルにより、Ｂ船に対し、

Ａ船に近づかないようにと伝えたところ、Ｂ船から「了解」という応

答があったことについては、航海士Ｂは、ＶＨＦ無線電話の交信はあ

ったが、「了解」という応答をした覚えがなかった。 

 航海士Ｂが、０４時３７分ごろ、ＶＨＦ無線電話の１６チャンネル

で「Ｂ船は、Ａ船の左舷側を追い越す」と何度かＡ船に通報したが、

応答がなかったことについては、船長Ａは、通報された覚えがなかっ

た。 

 航海士Ｂは、本事故発生までに本事故発生場所付近の航行経験が１

回あった。 

 Ｂ船にはＡＲＰＡ、ＡＩＳを画面上に重畳する機能を有するレーダ

ーが２台装備され、２台共に使用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、佐田岬南西方沖を北北西進中、船長Ａが、Ｂ船がＡ船の左

舷後方に接近したことを知ったが、追越し船のＢ船がＡ船を避航して

くれると思い、目視でＢ船の位置を確認せずに左転を続けたことか

ら、左舷側から追い越す態勢で接近するＢ船と接近し、Ｂ船と衝突し

たものと考えられる。 

 Ｂ船は、佐田岬南西方沖を北北西進中、航海士Ｂが、Ａ船を右舷船

首方約１.５Ｍに認めていたところ、右方に向いていたＡ船の船首が

左に向き、針路が交差するとともに、Ａ船とのＣＰＡが約０.７Ｍと

なったことを確認したものの、Ａ船の左舷側から追い越す態勢で接近

したことから、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

 航海士Ｂは、Ａ船の航行状態をＡＩＳ等で確認し、動向に疑問を感
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じながらも、Ａ船の目的地をＡＩＳで確認していなかったか、又は目

的地の位置を知らなかった可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、佐田岬南西方沖において、Ａ船及びＢ船が北北西

進中、船長Ａが、追越し船のＢ船がＡ船を避航してくれると思い、目

視でＢ船の位置を確認せずに左転を続け、また、航海士ＢがＡ船の左

舷側を追い越す態勢で接近したため、両船が衝突したことにより発生

したものと考えられる。 

参考  Ａ船の船舶管理会社は、本事故後、船長Ａ及び全ての航海士に対

し、ＣＯＬＲＥＧ条約について、特に適切な見張り及び衝突の虞を早

期に知るための講習を行った。また、事故の再発防止のため、管理す

る全船の船長及び航海士に対し、Bridge Team Management 訓練を行

い、定期的に内部監査及び海務監督による訪船指導を行った。 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船舶を追い越す際には、追い越される船舶が何らかの事情によっ

て進路を変更した場合においても、新たに危険な態勢を生じない

ように追い越される船舶の進路を避けること。 

 ・ＶＨＦ無線電話で相手船の操船の意図を確認する場合は、確実に

行うこと。 
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付図１ 航行経路図

Ａ船の航跡 

Ｂ船の航跡 

佐田岬灯台 

（平成２３年９月１１日０４時４０分ごろ発生） 

事故発生場所 

大分県 

愛媛県 
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付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜粋） 
 

時 刻 

(時-分-秒) 

北 緯 

(度-分-秒) 

東 経 

(度-分-秒) 

船首方位 

(°) 

対地針路 

  (°) 

対地速力 

(kn) 

04:00:05 33-14-25.7 132-02-29.0 337 337 5.0 

04:03:04 33-14-40.3 132-02-21.6 338 336 5.4 

04:04:36 33-14-48.2 132-02-17.8 337 336 5.6 

04:06:04 33-14-56.2 132-02-13.9 337 338 5.7 

04:07:54 33-15-06.2 132-02-09.2 338 340 5.9 

04:09:14 33-15-14.0 132-02-06.3 338 341 6.4 

04:10:54 33-15-25.0 132-02-02.2 337 343 7.2 

04:12:16 33-15-34.9 132-01-58.8 337 343 7.8 

04:15:24 33-16-00.1 132-01-49.7 338 343 8.6 

04:17:05 33-16-14.5 132-01-44.6 332 341 8.8 

04:18:25 33-16-25.7 132-01-39.5 333 339 9.0 

04:20:15 33-16-41.6 132-01-32.6 334 339 9.3 

04:21:15 33-16-50.7 132-01-28.7 334 340 9.5 

04:24:45 33-17-22.7 132-01-14.8 330 338 9.9 

04:26:16 33-17-36.7 132-01-08.0 328 336 9.8 

04:28:04 33-17-52.4 132-00-59.2 323 335 9.4 

04:29:34 33-18-04.1 132-00-51.4 319 327 8.8 

04:31:04 33-18-15.4 132-00-42.7 320 327 8.6 

04:32:45 33-18-27.7 132-00-34.1 311 327 8.4 

04:35:55 33-18-47.0 132-00-14.6 299 310 7.5 

04:37:25 33-18-54.5 132-00-04.4 293 312 7.5 

04:39:05 33-19-01.4 131-59-52.7 278 297 6.9 

04:40:31 33-19-05.3 131-59-41.8 293 291 6.8 
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付表２ Ｂ船のＡＩＳ記録（抜粋） 
 

時 刻 

(時-分-秒) 

北 緯 

(度-分-秒) 

東 経 

(度-分-秒) 

船首方位 

(°) 

対地針路 

  (°) 

対地速力 

(kn) 

04:01:53 33-11-30.2 132-05-11.3 323 321.1 14.2 

04:03:06 33-11-43.4 132-04-58.6 323 321.1 14.2 

04:04:41 33-12-00.8 132-04-41.6 325 321.9 14.3 

04:06:05 33-12-16.8 132-04-26.6 325 321.4 14.2 

04:07:54 33-12-36.7 132-04-07.7 328 321.9 14.1 

04:09:06 33-12-50.6 132-03-56.2 335 325.0 14.1 

04:10:53 33-13-13.2 132-03-44.0 346 340.3 13.7 

04:12:17 33-13-31.6 132-03-36.8 346 341.9 13.8 

04:15:25 33-14-13.5 132-03-21.5 345 342.4 13.9 

04:17:05 33-14-35.0 132-03-12.6 335 336.0 13.7 

04:18:25 33-14-51.1 132-03-02.9 332 331.6 13.7 

04:21:26 33-15-26.2 132-02-37.7 325 326.4 13.4 

04:24:26 33-15-59.2 132-02-10.4 322 325.1 13.5 

04:28:05 33-16-39.9 132-01-36.1 323 325.4 13.8 

04:31:05 33-17-13.7 132-01-07.2 320 321.5 14.0 

04:32:45 33-17-32.8 132-00-50.4 328 326.5 14.3 

04:34:09 33-17-50.4 132-00-38.2 328 330.7 14.7 

04:35:58 33-18-13.7 132-00-21.8 325 327.2 15.0 

04:37:21 33-18-31.0 132-00-08.6 325 328.5 15.0 

04:40:33 33-19-07.0 131-59-34.0 284 303.2 13.4 

 


